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平
素
よ
り
、
京
都
文
教
大
学
の
教
育
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
大
学
を
代
表
し
て
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

世
界
を
大
混
乱
に
陥
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
も
新
た
な
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
油
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
生
活
も
様
々
な

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
新
た
な
価
値
観
や
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

一
九
九
六
年
開
学
の
本
学
は
今
年
度
で
開
学
二
十
七
周
年
、
卒
業
生
も

一
万
人
を
超
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
二
〇
二
三
年
五
月
一
日
現
在
、

三
学
部
三
学
科
十
一
コ
ー
ス
と
大
学
院
の
研
究
科
に
約
二
，
〇
〇
〇
名
が

在
学
し
、
建
学
の
理
念
「
四
弘
誓
願
（
し
ぐ
ぜ
い
が
ん
）
」
＝
「
と
も
い

き
」
の
も
と
、
全
て
の
学
生
に
と
っ
て
、
ま
た
保
護
者
、
地
域
住
民
、
行

政
、
企
業
の
方
々
な
ど
、
本
学
と
関
わ
る
全
て
の
人
々
に
と
っ
て
、
互
い

が
認
め
合
い
生
か
し
合
い
、
と
も
に
活
き
活
き
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
前
に
入
学
し
た
学
生
が
四
年
生
に
な
り
就
職
活
動
に

取
り
組
み
、
再
開
さ
れ
た
協
定
校
と
の
交
換
留
学
、
学
外
で
の
実
習
や
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
、
学
生
た
ち
の
活
動
も
多

彩
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
時
は
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル

活
動
や
、
地
域
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
お
り
、
昨
年

手
探
り
で
再
開
さ
れ
た
学
園
祭
＝
指
月
祭
（
し
げ
つ
さ
い
）
の
準
備
も
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。 

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
急
速
に
進
展
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
（DX

）
の

ス
ピ
ー
ド
も
加
速
し
て
お
り
、ChatGPT

な
どAI

に
よ
る
生
成
技
術
も
日

常
的
な
ツ
ー
ル
の
一
部
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
従
来
のPC

ス
キ
ル
だ
け

で
は
な
く
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
論
理
的
思
考
を
養
う
「
デ
ー
タ
・
サ
イ

エ
ン
ス
教
育
」
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
学
で
も
文
部
科
学
省
の
認
定
対

象
科
目
を
開
講
し
、
今
後
も
充
実
を
図
る
予
定
で
す
。
今
年
度
の
入
学
生

か
ら
、BYOD

（PC

必
携
）
を
実
施
し
、
学
習
機
会
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
多
様
化
す
る
社
会
状
況
の
中
で
、
本
学
で
は
『
学
生
ま
ん

な
か
大
学
』
を
今
年
度
の
教
職
協
働
の
合
い
言
葉
に
、
教
職
員
の
顔
が
見

え
る
規
模
感
を
強
み
と
し
て
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
課
題
や
将
来
の
希
望

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
と
も
に
将
来
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
を
摸
索
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
数
だ
け
個
性
も
進
路
も
違
っ
て

き
ま
す
の
で
、
な
か
な
か
行
き
届
か
な
い
点
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、 
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●表紙写真／ 

９月に「還愚（げんぐ）セミナー」を「和歌山県高野山での遍路と阿字観体験（１泊2日）」を実施しました。還愚とは、仏教用語で「自分のお

ろかさ・限界を自覚する」という意味があります。２日間の歩き遍路を通して、自分の無知・弱さを改めて自覚し、自己の学生生活を考えるキッカ

ケとなることを目的としています。日常生活の中では、感じることのできない感覚や経験を積み、生きる力を習得してもらう機会となりました。 

 

 

編集・発行   京都文教大学教育後援会事務局（総務課内）  〒611-0041 京都府宇治市槇島町千足80 

教育後援会ホームページ ： https://www.kbu.ac.jp/kbu/koenkai/index.html  
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１．2023年度 卒業生の進路就職状況 

コロナ禍から完全に脱却し、企業側の採用活動は活発になり、学生に有利な「売り手市場」

へ回帰をしてまいりました。本学学生におきましても好調で 3月 6日現在、2023年度卒業生の

就職決定率（カッコ内は昨年同時期）は、 

総合社会学科 90.45％（82.1） 

臨床心理学科 81.90％（74.7） 

こども教育学科 97.78％（92.3）  と好調な結果となっております。 

とはいえ未だ就職活動を継続している学生もおりますので就職進路課一同しっかり寄り添い

希望の進路を叶えることができますよう努力をしております。 

今年度も教育後援会の皆様方にご支援いただきました公務員講座・課外講座・就職

活動支援事業につきましては、別資料の通り一定の成果が出ているのではないかと考え

ております。公務員講座を受講した学生の中には、日々のＳＰＩ対策など努力した結果、

進路先を一般企業に切り替え希望の企業に決定した例が多くみられました。 

また特徴的な取り組みとして本学独自で実施しました就職支援事業の様子や地域連携活動の中で企業の皆様方と

の交流を行い、就職先内定に大きく寄与した活動事例を添付いたしますのでご高覧頂き次年度も引き続き学生たちの就職支援事業

の為にご支援いただけましたら幸いです。教職員一同がさらなる支援に向けて活動ができますことを祈りつつ感謝の言葉といたします。 

就職部長 名塩 匡  

２．進路就職イベントの様子 

 

 

 

「お仕事研究所」 日程：2023/6/10（土） 

会場：サロン・ド・パドマ 参加人数：52名 

「就活スイッチ」 日程：2023/12/16（土） 

会場：サロン・ド・パドマ 参加：62名（短大生 6名含む）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



就活よりも早い段階から学生が自身の

キャリアを考える機会、また社会に目を向

ける機会として、主に企業や社会福祉

法人の採用ご担当者様や卒業生をお

招きし、対話や交流を通して今後のアク

ションにつながるきっかけとなりました。 



「KBU企業研究フェア 2025」 日程：2024/2/9（金） 

会場：サロン・ド・パドマ 参加：75名 

※登録者ベースで、実際はおよそ 135名ほどの参加

1 年間を通した就活準備の総決算。就活プログラムと

しては最大規模の企業研究フェアを実施しました。3 月

からの就活本格スタート前の最後の機会として参加学生

は皆リクルートスーツを身にまとい、真剣な表情で企業

の採用担当者様からの説明を受けていました。 

◇大学院入試対策講座および大学院入試対策プログラム参加者の進路先 

        ※2023年度院試対策直前英語講座 

         (1)申込者数：20名（4年次生） 

         (2)大学院合格者数：12名 

             京都文教大学大学院：11名  鳴門教育大学大学院：1名 

         (3)民間就職：3名 

         (4)その他（現時点未定）：4名（次年度受験予定含む） 

 

◇公務員対策講座および公務員プログラム参加者の就職試験合格先 （以下、合格先と人数） 

        ※2022年度公務員講座上級編（3年次に受講） 

         申込者数：37名 

  合格者数：10名 （行政職4名、公安職3名、専門職2名、教職1名） 

         合格先：(1)行政職：野洲市役所、宇治田原町町役場、栗東市役所、稚内市役所 

             (2)公安職：自衛隊一般曹候補生、大阪府警察、京都府警察 

             (3)専門職：法務省法務教官、法務省刑務官 

             (4)教職：京都府教育委員会 

 

◇教員採用試験突破講座プログラム参加者の合格者数：36名  ※直前講座申込者38名中、のべ合格者数 
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2023.4.1 一般社団法人 京都中小企業家同友会 ニュース 

2023.4.1 宇治商工会議所ニュース 
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2023.6.6 読売新聞ニュース 

2023.4.1 一般社団法人 京都中小企業家同友会 ニュース 



 

 

 

 

 

 

 

 

2023年度、コロナが感染症5類となり、大学生活を元に戻すのではなく、今、在学する学生のため新たな学生生活支

援を作っていくことが使命となった年度でした。学生が笑顔でキャンパスでの大切な時間を育むために、教職員は近年

の学生の変化（今までは高校生の年代までに育まれた他者との関係構築が、大学生でも十分ではなくなってきている＊）

を感じながらも、社会状況をふまえた学生対応に日々精励しております。 

  ＊2/28開催 学生相談室研修会 講師：大山泰宏氏（放送大学教授）談   

学生は学業とアルバイト、課外活動等を限られた時間のなかで配分していますが、スケジュールにあわせた調整がで

きる学生がいる半面、自分にとって大切な事柄を優先し、学生の本来の目的である学業に時間を費やせない学生がいま

す。2024年1月実施「学生生活振り返りアンケート」回答では、困りごとがないと答える学生が 7割です。しかし、残

り３割、困りごと（対人関係・生活習慣・体調）があると回答した学生がおり、その多くは家族・友人に相談し、解決

に結びついています。学生課は、解決できない困りごとを抱えた学生に目を向け、従来の学生相談室心理相談員・健康

管理センター看護師との連携に加え、キャンパスソーシャルワーカー(精神保健福祉士資格者)・社会移行担当キャリア

アドバイザー等の専門職を登用し、窓口相談がしやすくなるよう強化いたしました。 

参照）2023年度学生生活振り返りアンケート集計結果 

https://drive.google.com/file/d/1D7g61d6BbAXH8IPrzhBmCt9L4AbVu8ed/view?usp=sharing 

指月祭も復活2年目で来場者数2500名を超えました。指月祭実行委員会は、皆に喜んでもらいたいという目標を達成

できたことを通過点とし、次年度の内容の充実に向け自己点検し、よりよい指月祭実施のため始動しています。 

学生の主体的活動には、的確な「選択と判断」が必要となります。学生課は今後一層、助言・指導を行い、活動の際、

学生が直面する課題を乗り越えるための下支えとなってまいります。また、未だコロナの経済面での影響を被る学生も

存在し、教育後援会奨学金制度によりまして、経済困難な学生が就学を継続できましたこと、厚く御礼申しあげます。 

以下、学生生活支援報告をまとめました。ぜひご参照ください。 

 

高等教育の修学支援新制度について  

「高等教育の修学支援新制度」 は、 

（１）給付型奨学金の支給 （2）授業料減免 という２つの支援がセットとなった制度です。 

今年度 本学受給学生数 ３84名（昨年度319名 一昨年度２９１名）  （2024年１月現在）        

次年度４月の新規申込みが可能です。在学生オリエンテーション開催日である 3月26日（火）10時40分から 12時10分、なら

びに同日昼休み（１２時10分から 13時）※にて「日本学生支援機構奨学金申込説明会（高等教育の修学支援新制度の説明も含

む）」（学生対象）を行います。※2回とも同内容 

また、４月３日(水)９時から 10時30分まで新入生を対象とした説明会の開催を予定しております。在学生の方も参加可能です。 

 

学 生 課 よ り 

 
2023年度ご報告 「本学学生生活支援について」 

 
「高等教育の修学支援新制度」の現状と今後 

物価高騰対策の支援状況 
課外活動（クラブ・サークル、指月祭、海外留学）報告 

https://drive.google.com/file/d/1D7g61d6BbAXH8IPrzhBmCt9L4AbVu8ed/view?usp=sharing


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.mext.go.jp/kyufu/student/daigaku.ht

ml 

https://www.youtube.com/channel/UCeL7elTXT4-

yCmiUkqHHHQg 

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shougaku

kin/main.htm 

https://www.mext.go.jp/kyufu/student/daigaku.html
https://www.mext.go.jp/kyufu/student/daigaku.html
https://www.youtube.com/channel/UCeL7elTXT4-yCmiUkqHHHQg
https://www.youtube.com/channel/UCeL7elTXT4-yCmiUkqHHHQg
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shougakukin/main.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shougakukin/main.htm


 

 

 

 

 

 

〇支援対象   

住民税非課税世帯およびそれに準ずる世帯の学部生かつ、進路への意識や進学意欲・修学意欲をもつ者 （成績条件あ

り） 

 

〇支援内容   

給付型奨学金および授業料等減免がセットで支援されます。 

 

日本学生支援機構からの給付型奨学金  （大学、短大とも）  

自宅通学 最大約46万円／年 

自宅外通学 最大約91万円／年        が支給されます。 

併せて、授業料（大学最大70万円／年、入学金減免（本学 最大15万円／１回）が減免されます。 

ただし、入学金に関しては 2024年度入学生が対象となります。 

 

〇支援区分と家計基準 

住民税非課税世帯を第Ⅰ区分（満額支援）として、収入等の条件によりその 2／3を第Ⅱ区分、 

1／3を第Ⅲ区分と分けられます。支援区分は世帯構成や年収などにより異なります。 

 

※2024年度に新たに制度改正があり、区分外の多子世帯（兄弟姉妹の人数３人以上）の学生で世帯年収６００万円を

対象とする「第4区分」が設けられました。 

 

○制度の詳細について 

文部科学省特設サイト 「高等教育の修学支援新制度」 htttp://www.mext.go.jp/kyufu/index.htm  

 

○家計基準について 

日本学生支援機構（JASSO）のサイトから、支給額等が試算できるシミュレーションのツールを利用できます。

本制度の対象となるかどうかの目安が確認できます。 

 

「JASSO進学資金シミュレーター」https://shogakukin-imulator.jasso.go.jp 

 

 

物価高騰への対策支援について 
 

◯ 日本学生支援機構 物価高に対する経済対策支援事業 

全学生に 2023年春学期中にQUOカード（５００円）を配付いたしました。受け取りに来られなかった学生のカードは

日本学生支援機構の許可を得、おにぎりとパンの配付に代替し、多くの学生へ食生活支援として還元いたしました。 

 

お問い合わせ先   京都文教大学学生課 student@po.kbu.ac.jp 

htttp://www.mext.go.jp/kyufu/index.htm
https://shogakukin-imulator.jasso.go.jp/


 

 

学生生活について 
 

 

 

日 程 イベント名 活 動 報 告 

9月18日（月） 

19日（火） 

還愚（げんぐ）セミナー 

高野山内の遍路、 
奈良県當麻寺、 
木津川市浄瑠璃寺 
 
学生 4 名教職員 3 名合計 7 名が参
加。 

初日は高野山内を遍路し、壇上伽藍・
奥之院などを訪れました。また宿坊で
の阿字観（瞑想）体験、イーサポ所属
の参加学生によるワークショップ企画
「ここで災害がおきたらどうする？」
を行いました。2 日目は早朝より生身

供（しょうじんぐ）見学し、弘法大師御廟で勤行参加の後、法然
上人二十五霊場の奈良県當麻寺を参拝し、曼荼羅絵解き・写仏を
体験しました。最後に京都府木津川市の浄瑠璃寺を訪れ、宇治キ
ャンパスに帰着。盛りだくさんの内容でしたが日常生活から少し
離れ、自分を見つける機会となりました。 
 

10月11日（水） 秋学期 

環境整備・ 

衛生委員活動 

今年度はキャンパス環境整備として、学生各々、自分が携わり

たい環境整備を提案し、消毒にプラスして教室座席整頓、落ち葉

清掃、鯉の餌やりなどを組み入れた活動を行いました。 

 

10月～1月 

全7回 

ランチョンミニセミナーの開催  
 
 
 
 
 
 

「気軽にゆるっと。知って得する専門家
のお話」を30分１回完結で開催していき
ます。初回は「大学生が被害に遭いやす
いお金のトラブル」（SMBC 金融経済教育

グループより講師招聘）でした。 
若者が被害に遭いやすい金融トラブルから特に「名義貸し」（親

にもカードは貸してはいけない！）「アルバイト詐欺」（足を踏み
入れるとやめられないように脅される。共同正犯で責任を負う。）
など、動画視聴のうえ、講師による具体的な説明を受け、学生た
ちはランチをとりながらも聞き入っていました。秋学期、バラエ
ティに富んだ講師によるセミナーとなりました。 
 

10月28日（土） 

 

国際交流 ミニバスツアー 

三重県 伊賀上野公園 

国際交流委員会主催のイベント「ミニバスの旅」を約3年ぶり
に開催。向島学生センターに住む留学生と本学学生との交流を図
ることを目的としています。 

今年は留学生８名・本学学生７
名の計15名が参加しました。グ
ループで公園内を散策し、伊賀
流忍者博物館へ。 
留学生と本学学生が連絡先を 
交換する様子も見られ、交流の
連鎖が起きることを期待してい
ます。 
 
 
 
 

 

2023年度 KBUキャンパスイベント活動報告 



日 程 イベント名 備考 

11月11日（土） 

   12日（日） 

指月祭 

テーマ GROW UP 

 
来場者は2日間で2500名を超えました。

実行委員、模擬店出店者、ステージ発表者
（大学生、教員有志、地域のご家族、文教
中高生）、たくさんの来場者が盛り上げ、楽
しんでいただきました。皆さんの活き活き
とした表情・笑顔が学内を明るく彩り、活
気に満ちた指月祭となりました。 
 
 

11月下旬 謎解きイベントTHE BOMBゲーム 
～爆弾の数だけ謎がある～ 

 

主催 中央執行委員会 

パドマに集合した参加者は学内
に爆弾を仕掛けたという首謀者の
爆破予告メッセージを見て、爆発
阻止のため謎を解きます（ゴール
順に豪華賞品 GET）。大学全体を舞
台に、教室や施設に問題が設置さ
れ、4人1チームで議論しながらの謎解きは遊びの要素だけでな
く意見を戦わせる要素もありました。最後には首謀者逮捕の寸劇
もあり、よく練られたイベントでした。 
 

2月中旬 

  ～3月中旬 

カナダ語学研修 

マギル大学＆ 

トンプソン・リバーズ大学 

春の休暇を利用して、カナダ
へ３名の学生が渡航しました。
トンプソン・リバーズ大学（協
定校）3名、マギル大学（協力
校）1名は国際交流委員会での

面接を経て、2回の事前学習に参加。渡航の心構えを、語学力の
向上とカナダの生活、文化を学びます。経験を通して知識を身に
つけ、3月中旬に帰国します。 
 

3月26日（火） 古川登志夫さん 特別講演会 

於 同唱館 

主催 学生自治会中央執行委員会 

アニメ声優として大活躍されている古川登志夫さんをお招きし、
テーマ『好きを得意に、夢を掴め!!Catch The Dream!!』と題
し、講演会を開催いたします。 
 

【代表作】 

「ONEPIECE」のボートガス・Ｄ・エース 
「ドラゴンボール」のピッコロ 「ゲゲゲの鬼太郎」のねずみ男 
「うる星やつら」の諸星あたる 
「鬼滅の刃 刀鍛冶の里編」の半天狗 
「鬼太郎誕生ゲゲゲの謎」の謎の男 多数 
●この講演会での利益はすべて令和6年能登半島地震義援金 

として日本赤十字社へ寄付いたします。 

 

その他 

〇男子軟式野球部      第26回全日本大会軟式国際親善大会（TAIWAN） 代表選手１名を派遣（キャプテン） 

〇女子硬式野球部      関西女子硬式野球大会出場 

関西女子硬式野球選手権大会ラッキートーナメント大会出場 

第9回全日本大学女子硬式野球選手権出場 

第13回全日本大学女子硬式野球選手権大会出場 

〇吹奏楽部 12月定期演奏会（ともいきフェスティバルと同日開催） 

〇軽音楽部内の学内ライブ（サロンドパドマ、同唱館） 

〇京都府赤十字血液センターによる学内献血 

〇リーダー交流会（2回目/2月開催） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都文教大学交換留学制度のほか、学生は課外活動としても海外語学研修に参加できます。国際交流オフィスでは、「いつもと違う環境で、

新たな自分に出会えるかも！ 」をキャッチフレーズに夏期・春期休暇などを利用した海外語学研修（短期留学）プログラムを設けています。コロ

ナ禍を経て、今、全国の大学で留学希望者が増加しています。本学国際交流オフィスにも近年、留学希望相談者が多く訪れるようになりました。

今年度の相談者34名（窓口相談）、説明会参加18名（トンプソン・リバーズ大学10名、韓国交換留学8名）のうち実際に半年、１ 年留学を実

施した学生も数名いますが、最も人気が高い研修は今年度から研修内容が刷新された「韓国湖西大学校のサマープログラム」です。大学と短

期大学あわせ二桁の参加者数となりました。参加者は研修レポートや写真を国際交流オフィスに提供しており、本人了承のもと本学留学支援ホー

ムページに掲載しています。留学体験の魅力が満載された頁を、ぜひご覧ください。 

 

[ プログラム内容 ] 語学学習や文化体験 

[  研 修 先  ] 海外留学協定校 ＊ 2024年予定 

カナダ トンプソン・リバース大学（ホームステイあり）（夏 8月：20日間／春 2～3月：22日間） 

カナダ マギル大学（夏：学生寮／春：ホームステイ）（夏 8月：20日間／春 2～3月：30日間） 

韓国 湖西大学校（ホームステイなし。寄宿舎に宿泊）（夏 8月：13日間） 

学生部国際交流オフィスより  海外語学研修（課外活動）のご紹介 

2023年度 

 総勢 13 名の学生が海外での語学研修に

チャレンジしました。約 3週間、ホームス

テイあるいは寄宿舎で暮らし、滞在先の衣

食住文化を体験し、歴史に触れ、語学力を磨

きました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 書 館 だ よ り 


宇治キャンパス内には、図書館が３ 館（普照館･至道館･常照館）あり、約 35万冊の図書資料（図書、雑誌、
視聴覚資料等）を所蔵しております。 

後援会のご支援により購入した図書資料コーナーもあり、在学生のみならず、保護者の皆様も館内利用や
図書資料の貸出利用が可能です。登録料は無料で、最大３ 冊・２ 週間の貸し出しができます。 
図書館利用証の申込書は、本学図書館ホームページからダウンロードして頂けます。 
図書館利用案内ほか、本学図書館所蔵の図書資料の検索、開館スケジュール等図書館情報についても、

図書館ホームページをご覧ください。 
保護者の皆様のご登録、ご利用をお待ちしております。 

図書館長  遠 藤  央  

図書館利用証のお申し込み、その他詳細は本学図書館ホームページをご覧ください。 

図書館ホームページ https://opac.library.kbu.ac.jp/drupal/ 

学生が海外生活のなかで撮影した動画もご確認いただけます。↓ 

留学体験記｜海外留学・海外研修｜国際交流｜キャンパスライフ｜京都文教大学 (kbu.ac.jp) 



https://www.kbu.ac.jp/kbu/campuslife/international/report/


 

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾘｻｰﾁｵﾌｨｽ よ り 

京都文教大学 地域連携学生プロジェクト 2023の活動報告 
 

 

京都文教大学では、地域を対象とする学生の自主的活動の中から、地域特性を活かしつつ、成果が期待できる取組みを「地域

連携学生プロジェクト」として選定し、支援、助成しています（2007年度～2023年度採択プロジェクト数：延べ 107団体）。 

本学では、地域に根ざし、地域に学び、地域への貢献を目指す本学の教育研究目標を達成するために、まちづくりや地域おこしなど

への学部、学科を超えた主体的な取組や、実習や演習などの延長にあり、大学での学びを発展的に展開するような取組、地域の住

民・行政機関・地元企業･団体等との連携、協働で展開する取組を「地域連携学生プロジェクト」として採択し、学びと地域貢献を両

立させる場として本活動を推進しています。 

2023年度も、4月から学内にて申請を募り、その後 6月に採択選考会を実施しました。審査は、京都文教大学地域協働研究教

育センター員と地域連携委員の教員、学外審査員が担当し、採択の可否を決定します。 

採択された団体は、1年間活動に取組み、年度末に実施する成果報告会での発表と事業報告書を提出いたします。 

2023年度は以下の 6団体が採択され、活動に取組みました。地域の皆様のご協力をはじめ、教育後援会様の多大なご協力のも

と、活動に励み、実りある 1年になりましたこと、厚く御礼申し上げます。 

 

【2023年度 採択団体】 

 プロジェクト名 新規／継続 事業実施地 アドバイザー教員 

1 宇治☆茶レンジャー 
継続 

（2010年度～） 

京都府内 

宇治市 
森 正美（総合社会学部総合社会学科教授） 

2 
商店街活性化隊 
しあわせ工房CanVas 

継続 

（2014年度～） 
宇治市 片山明久（総合社会学部総合社会学科教授） 

3 KASANEO 
継続 

（2018年度～） 
宇治市 黒宮一太（総合社会学部総合社会学科准教授） 

4 REACH 
継続 

（2019年度～） 

京都市伏見区 

京田辺市 
松田美枝（臨床心理学部臨床心理学科准教授） 

5 KminK 
継続 

（2022年度～） 
久御山町 黒宮一太（総合社会学部総合社会学科准教授） 

6 lemon tree 新規 宇治市 平尾和之（臨床心理学部臨床心理学科教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【活動Pick UP！】 

1．宇治☆茶レンジャー 

急須でゆっくりお茶を楽しむ時間が減ってきている一方、宇治茶は、文

化的価値や生産、製造の風景・景観の美しさについての評価が高まってき

ています。また宇治市立小学校での「宇治学」の取組みの中で宇治茶を学

ぶ地域学習の広がりや、海外での日本茶ブームなど、宇治茶を取り巻く環

境は変化し続けています。本プロジェクトは、学生目線で見つけた「宇治

茶」の魅力を幅広い世代に分かりやすく伝え、新たな宇治茶の魅力を創出

し、宇治茶文化の振興と継承を目指し、活動に取組みました。 

 

 

【宇治茶スタンプラリー】 

お茶屋さんや宇治茶にまつわる施設等を巡りながら、楽しみながら宇治

茶を学んでもらうイベントです。2月10日～25日までの約3週間実施し

ました。中宇治エリアにあるお茶屋さんやお茶に関する施設20ヶ所がスタ

ンプポイントとなっており、その内7カ所では宇治茶や地域に関するクイ

ズも出題し、楽しみながら学べるイベントとなっています。今回初めて期

間中にお茶の淹れ方ワークショップなどのイベントも実施し、より宇治茶

に親しむ機会を提供しました。 

 

 

【茶香服体験ワークショップ】 

宇治☆茶レンジャーでは、これまでも急須で美味しくお茶を淹れるコツ

を伝えるワークショップを数多く実施してきましたが、今年度は、ワーク

ショップに加え、茶香服の進行を身に付け、簡易版の実施できるようにな 

りました。8月には近隣の子ども園のサマースクール、12月は本学で開催

した「ともいきフェスティバル」、また2月には「宇治茶スタンプラリ

ー」の特別イベントとして実施しました。 

 

 

2．商店街活性化隊しあわせ工房CanVas 

宇治橋通商店街振興組合のご協力のもと、宇治橋通り商店街の活性化活動に取組んでいます。CanVasは、宇治橋通り商店街

が主催するイベントへの参画や、独自イベントの開催を通して、「また来たいと思える“笑“店街づくり」を目指しています。今

年1月よりNHKの大河ドラマで、紫式部を主人公にした「光る君へ」の放送が始まり、宇治市では紫式部ゆかりのまちとして

の観光政策を進んでおり、CanVasも源氏物語をテーマにした新しい取り組みを始めています。 

 

 

【写真展 「宇治ふぉと！」】 

今年で3回目となる市民参加型の写真展です。宇治市秘書広報課と連携

し、「君の光（ピカ）イチものがたり」というテーマのもと、市民を中心

とした一般の方から写真を公募しました。市内の小中学校へのチラシ配布

や本学で学ぶ宇治市高齢者アカデミー生との撮影会の実施などにより、昨

年よりも30点余り多い、約100点の作品を集めることができ、2024年2

月3日～24日まで、宇治橋通り商店街の協力店舗（12店舗）に展示しま

した。また、定休日のお店が多い日曜日の来館者対策として、期間中の日

曜日には、宇治橋通集会所に、出展作品をまとめたポスターを展示する

「一括展示」を行いました。出展者の方が作品を見にお店を訪れるケース

も多々あり、宇治橋通り商店街の個店舗を知ってもらうための活動として

一定の成果が上がったと感じています。 

 

「宇治茶スタンプラリー」

「茶香服体験」

「宇治ふぉと！」



 

【まちあるきイベント ロゲイニング】  

エリア内の地図と写真をもとに、その現場を探し出し見つけた場所の多さで得

点を競う「ロゲイニング」の手法を使ったまちあるきイベントを実施していま

す。 

今年度は初めて、京都文教大学の校友会とタッグを組み、校友会の余暇企画と

してロゲイニングを実施しました。参加者からは学生時代、なかなか訪れること

が無かった中宇治を散策できて良かった、学生との交流が楽しかったなどの声を

いただきました。 

また、CanVasでは、次年度の本格実施を目指し、源氏物語をテーマにしたロ

ゲイニング「歩む君へ」を新たに作成しました。宇治市の観光課や観光協会と連

携して進めており、源氏物語ミュージアムの中に答えがあるクイズや、和歌を詠

むミッションなどの、源氏物語のまちを楽しめる工夫が盛り込まれています。 

 

 

3．KASANEO 

「ファッション」を通じて幅広い世代が交流できる場を提供することを目的に、結成されたプロジェクトです。

着なくなった服（若い頃に着ていた服）を「想い出」と共に、高齢者から提供いただき、それに学生が今の感覚で

着こなしを考え、ファッションショーや展示会、雑誌などで紹介していきます。 

服を「物」としてだけでなく持ち主の「想い出」という付加価値を付け発信することで、人とひとを繋ぐ媒介物と

なり、超高齢社会といわれる今、世代を越えた地域コミュニティ

の形成に繋がると考えています。 

 

 

【KASANEO FES】 
 これまでも大学を会場に開催していた主催イベントですが、今

年度は、中宇治にあるコミュニティスペース「中宇治BASE」を

会場に、提供いただいた衣服の展示とフリーマーケット、カフェ

コーナーを設け、来場者との交流を目的に実施しました。関係者

が中心だったこれまでと異なり、観光客や通りがかりの方など、 

これまでKASANEOを知らない層にも活動の発信ができまし

た。カフェコーナーは、宇治市高齢者アカデミーの卒業生有志に

よる「ともいきカフェ遊々」に協力いただき、学生と高齢者とが

一緒に会場運営を行うことで、多世代交流の場を作りました。 

 

 

【高齢者サロンとの交流】 
大学の近くにある北槇グリーンタウンで行われている高齢者サ

ロン「北槇ハーモニー」との連携を進めています。6月に近くの

企業主催で行われたマルシェでは、ハーモニーに集う高齢者と学

生がペアになり、想い出のある衣服を紹介するファッションショ

ーを行いました。 

KASANEO FESでも、ハーモニーメンバーから提供いただいた

衣服と想い出を紹介するコーナーをつくり、2024年2月には、

たいだい染めのワークショップを行うなど、定期的な行き来を通

して交流を深めています。 

KASANEOの取り組みについては、11月にNHK京都「京い

ちにち」の宇治特集の中でも紹介されました。 

 

 

4．REACH 

「当事者」をキーワードに、様々な人々のあいだの「見えない壁（障壁）」を、交流や体験・対話などを通し

て、少しずつ取り払うことをひとつの目標とし、多様な人々が、共に生き・共に幸せを感じられる社会（＝「とも

いき社会」）のあり方を、薬物依存症回復支援施設「特定非営利活動法人京都DARC」や就労継続支援Ｂ型事業所

「三休」など、様々な団体と交流しながら、地域の皆さんと一緒に考えることを目指しています。 

「校友会とのまちブラ ロゲイニング」

「KASANEO FES」

「北槇ハーモニーとの交流」



 

 

【近隣福祉施設との交流】 
大学の近くにある障がい者施設「ぐんぐんハウス」や「イマジン」

のメンバーを大学に招き、キャンパスツアーや学食体験を行いまし

た。これまでにも学生が施設を訪れ、交流を深めていましたが、大学

に招くことで、メンバーさんに日常と異なる体験を楽しんでもらうこ

とと、学内に向けての活動発信の目的でおこないました。 

その中では、宇治☆茶レンジャーに依頼し、急須でお茶を淹れる体験

ワークも取り入れるなど、プロジェクトを超えた交流も進めました。 

 

 

 

 

 

【福祉施設と協働でのワークショップ】 
 学内外のイベントに参加し、「薬物依存症回復施設 京都ダル

ク」のメンバーさんと一緒に、栞づくりや香り袋、バスボムづく

りのワークショップを多数企画しました。バスボムや香り袋に使

うハーブや和紙は、連携先の事業所や福祉施設の授産商品を使

い、ワークショップを通して施設の存在や取組を発信する活動も

行いました。 

 

 

5．KminK 

「久御山町とリンクする」という思いを込め「KminK」と名付け

ました。久御山町役場で自治会・町内会を担当する企画財政課に地

域のパートナーを務めてもらっており、定期的なミーティングを行

っています。ミーティングでは、役場に寄せられる、自治会や町内

会から様々な課題や困りごとが共有され、学生が協力できるものに

ついては、役場や地域の人たちと一緒にその解決にあたっていま

す。今年度は3つの自治会・町内会と関わり、人手不足が課題とな

っている自治会において、地域の一員として、イベントの運営補助

や作業のデジタル化推進に携わり、秋には初となるKminK主催の

イベントも実施しました。 

 

 

【自治会・町内会との連携事業】 
 栄1・2丁目自治会とは、自治会主催イベントのマルシェに向けての協議に参加し、事前準備から当日の 

運営補助に至るまで一緒にイベントを作りました。また、東島田町内会からは、入会案内のチラシ作成の依頼を受

け、町内会の大切さをアピールできるよう、防災に焦点を当てたチラシ作りに取り組みました。KminKが作成した

チラシは、今年4月より近隣住民の皆さんに配布予定です。 

 

 

【くみやまスマイルフェスティバル】 
昨年度、久御山町主催による久御山中央公園の活性化を考えるワ

ークショップに参加したことがきっかけとなり、その公園を使い、

幅広い世代の方が交流できるイベントを主催したいとの思いが高ま

りました。イベントでお世話になっている久御山町のまちづくり団

体KUMIDAN、以前より相互連携を進めている京都府立久御山高

校の協力を経て、10月に「くみやまスマイルフェスティバル」と題

した催しを実施しました。キッチンカーや飲食店ブース、ワークシ

ョップコーナーやステージ発表など、当日はあいにくのお天気でし

たが、心あたたまるひとときを彩ることができました。 

 

 

「福祉施設の大学見学」

「ともいき（共生）フェスティバル」

「東島田町内会との協議」

「西脇知事との行き活きトーク」



 

 

また、久御山町との連携した活動については、京都府にも注目され、11月にあったイベント「くみやままちのが

っこう」にて開かれた「西脇京都府知事との行き活きトーク」に、KminKメンバーも参加し、活動を始めた経緯

や、久御山町と関わるなかで改めて感じた地域の繋がりについてお話させていただきました。 

 
 

6．Lemon tree 

「宇治市認知症アクションアライアンス：れもねいど」に関わってき

た学生たちが、今年度新たに立ち上げたプロジェクトです。れもねいど

の活動には、認知症当事者、家族、この取り組みを応援する地元企業・

団体が関わっており、そこに学生が加わることで、世代を超えたこれか

らの「認知症と生きる社会」の一例を示していくことを目的にしていま

す。この活動をより多くの人に認知してもらい、その輪を広げるために

学生ならではの強みを活かし、同世代を中心に情報発信などに努めてい

きます。 

 

 

【グループミーティングへの参加】 

定期的に行われる認知症当事者とのグ ループミーティングへ参加

し、当事者や家族との対話やグループワークを進めています。また、5

月には、れもねいどの活動に携わるお茶農家 渡辺製茶を訪れ、当事者

や家族の方と一緒にお茶摘みを行いました。これらの活動を通して、 

交流を深めています。 

 

 

【ともいき（共生）フェスティバルでのワークショプ】 

 12月に本学にて開催した「ともいき（共生）フェスティバル」で

は、京都認知症総合センター・作業工房ほうおうの協力を得て、端材や

ハギレを使ったレモン型のクリスマスオーナメントづくりのワークショ

ップコーナーを設け、地域の子どもたちと認知症当事者、学生が一緒 

に楽しみました。 

 

高大連携・接続 

 本学では、さまざまな高校と連携をし、高校生と大学生が一緒に学び合うことで、

相互の気づきや成長を促す機会を設けています。また高校と大学が「今後の社会を担

う人材とはどういったものか」「よりよい教育とは何か」を一緒に考え、実践するこ

とで高校教育と大学教育の「接続」も進めています。 

 特に、高校の進路学習や「総合的な探究の時間」などの実践的な学びにおいて、連

携を進めています。具体的な取組については、右記の本学特設サイトにて発信し

ておりますので、是非ご覧ください。 

 

 

 

企業・行政等の連携 

宇治市、京都府山城広域振興局、久御山町、精華町、宇治商工会議所、城陽商工会議所、久御山町商工会、城陽

市、京都市伏見区、一般社団法人京都中小企業家同友会と包括連携協定を締結しています。また、本学独自の地元

企業、事業所、行政、 経済団体等とのネットワーク「京都文教ともいきパートナーズ」には、82事業所（2023年

9月現在）の登録があります。 

まちづくり活動や地域における調査・研究、人材育成、産業振興、子育て支援、生涯学習の推進等、さまざまな分

野において連携し、共に「ともいき（共生）キャンパス」の創造に取り組んでいます。 

 

 

【高大連携・高大接続特設サイト】

「当事者や家族の方とのお茶摘み」

「クリスマスオーナメントづくり」



 

各附置機関 紹介 

 京都文教大学心理臨床センター は地域に根ざした市民サービスを提供する場として開設された心理相

談・研究機関です。また本学の臨床心理学部・臨床心理学研究科の学内実習機関も兼ねており、教員や現場の専門

家の指導・アドバイスを受けながら先輩の大学院生がカウンセリングに日々奮闘しております。  

京都文教大学地域協働研究教育センターは「地域における本学の教育、研究、社会貢献を一体化し、地域・学生・

教職員を巻き込んだ総合的な取組を推進し、その成果を本学の教育活動や地域の発展に還元、寄与することを目的

として2014年4月1日「地域協働研究教育センター」が設立され、教育・研究・社会貢献活動に取り組んでおり

ます。 

 産業メンタルヘルス研究所 は、産業メンタルヘルスに臨床心理学の知見を活かすための研究所とし

て、2008年に設立されました。職場のメンタルヘルスに関する調査・研究、プログラムの開発・提供、大学院教育

の中で高度専門職業人の育成に取り組んでいます。また、各種講座の開講を通して、臨床心理士・公認心理師をは

じめとする産業メンタルヘルス分野の専門職が、職種の違いを越えて研鑽する機会を提供すると同時に、いきいき

働く職場をつくるヒントを産業メンタルヘルスの見地から提案する公開講座を企業・行政の人事・総務担当者、経

営者向けに開講しています。 

 

公開講座やイベント等の案内 

 京都文教大学では学部特性を活かした公開講座をはじめ、京都文教大学教員と自治体職員、団体・企業、地域住

民が研究員として参画し地域課題解決に取り組む地域志向研究による公開講座（ともいき講座）や宇治茶の世界文

化遺産登録に向けて京都府と共催する「宇治茶文化講座」、他にも本学学生団体によるイベント情報に関するご案

内や、教員の講師派遣依頼について、京都文教大学地域協働研究教育センターHP（QRコード参照）にて掲載して

いますので、是非ご覧ください。 

 

【公開講座・イベント・講師派遣に関するお問い合わせ先】 

京都文教大学・短期大学社会連携部 

フィールドリサーチオフィス  

電話：0774-25-2630 / メール：fro@po.kbu.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部 署 名 Ｔ Ｅ Ｌ 部 署 名 Ｔ Ｅ Ｌ 

総  務  課 
教育後援会、ファミリー制度、 
校友会（同窓会）について など 

０７７４-２５-２４００ 
入 試 広 報 課 

受験の相談、入試イベント 
オープンキャンパス等）に関すること 

０７７４-２５-２４８８ 

教  務  課 
授業に関すること 

履修登録・時間割・試験・成績、証明書など 

０７７４-２５-２４２６ 

フィールドリサーチオフィス 

地域連携・公開講座、高大連携に関すること 

宇治市高齢者アカデミー等について 

０７７４-２５-２６３０ 

学  生  課 

学生生活に関すること 

課外活動・奨学金・休退学・施設物品借用・ 

学生相談・障がい学生支援・留学 

０７７４-２５-２４９７ 
図 書 館 事 務 室 

図書館利用、資料・蔵書について 
０７７４-２５-２４８９ 

就 職 進 路 課 

進路に関すること 

就職活動、資格・講座など 

０７７４-２５-２５２４ 
研究支援オフィス 

教員研究支援について 
０７７４-２５-２４９４ 

 

事 務 局 お 問 い 合 わ せ 先 一 覧

受 付 ： 平 日 9 : 0 0 - 1 7 : 0 0 ま で 

【京都文教大学地域協働研究教育センターHP】



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
――  教育改善の取り組みについて  ―― 

 
 

前回のニューズレターでは、教務課が所管する教育改善の取り組みの１つとして「学生による授業アンケート」のご紹介をさせていただきまし

たが、今回はまた別の取り組みである「SA制度」についてご紹介させていただこうと思います。 

SAとは「スチューデント・アシスタント」のことで、２年次以上の学生が自分より低学年の授業にアシスタントとして参加し、授業補助を行うもの

です。主に演習や実習形式の授業を対象としていますので、単に出欠確認や資料の配布・回収等を行うような補助業務だけでなく、授業内で行

われるディスカッションやグループワークの進行補助（ファシリテーション）であったり、本学の特色の１つである地域での活動を伴う学外授業の

補助であったりと、多様な関わり方をしてもらっています。また、大規模な講義形式の授業についても一部の科目ではSAに関わってもらってお

り、教員とSAとの掛け合いで授業を進めるなど、単調な講義にならないような工夫をしたりもしています。 

SAの存在により、授業運営が円滑に進められ、受講生の学習効果が高まるのはもちろんのことですが、この制度のもう１つの目的はSA自身

の成長です。SAに応募してくれた学生には、まず学期開始時に教務課職員によるガイダンスや先輩SAにも手伝ってもらってファシリテーション

等の研修を受けてもらっています。（この先輩SAのことを本学ではSSA＝シニア・スチューデント・アシスタントと呼んでいます。）研修を受けた

学生は、学期中は授業担当教員の指導や助言を受けながらSA業務を担当し、学期終了時にはしっかりと振り返りも行います。SAを経験した学

生の振り返りアンケートからは、コミュニケーション力や責任感が身についたなど様々な成長や気づきがあったことが見てとれます。 

今年度は、春学期・秋学期とも、それぞれ約30名の学生がSAとして協力してくれましたが、じつは最初の募集だけでは定員に満たず、再募

集の案内をしたり、個別に協力をお願いしたりすることもよくあります。上にも述べましたように、SAの活動は本人自身の成長にもつながります

し、そのうえ所定の報酬も出ますので、一石二鳥です。関心のある学生にはぜひ積極的に応募してほしいと思っていますので、保護者の皆様から

もお子様にお声かけいただくなど後押しをしていただけると非常にありがたく存じます。 

 以上、今回はSA制度についてご紹介させていただきました。今後とも引き続き本学の教育活動にご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。今後とも引き続き本学の教育活動にご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。  

     教務部長 河本 直樹 




  

成績発表のお知らせ 

 本学では、Webポポータルサイト「UNIVERSAL PASSPORT（ユニバーサル・パスート、通称：ユニパ）」にて成績

及び学期期間中の個人時間割をパソコンやスマートフォンからいつでも確認することができます。さらに大学から

のイベントや講演会等の各種お知らせ機能も追加され、メールでお知らせを受け取ることもできます。 

ユニパへのアクセスにはログイン ID・パスワードが必要になります。ID・パスワードは、入学年度5月頃に本学より

お送りいたしましたハガキに掲載しております。 

 

 

〈成績・時間割確認方法〉 

① 保護者向けサイトURL goo.gl/C7H7Sm または右QRコードよりアクセスしてください。 

② 保護者向けサイトの「成績・時間割確認の方法」よりユニパにアクセス、 

ログインいただけます。 

③ メールのお知らせ機能は、ユニパへログイン後、右上の［setting］をクリック、左上の 

［メール設定］をクリックし、受信メールアドレスを入力してください。 
 
※成績発表後にいくつかの正当な理由（再試験結果の反映、休学による成績削除など）によって発表された成績が変更される場合があ

ることをご承知おきください。 
※スマートフォンの場合は、「スマートフォンはこちら」をクリックせず、ID・パスワードを入力してログインしてください。 
※パソコン・スマートフォン等のインターネット接続環境をお持ちでない方はご相談ください。 

個別で郵送させていただきます。ただし、学期ごとの申し出となります。 
春学期成績発表・・・8月下旬   秋学期成績発表・・・3月上旬 

 
ご不明な点がある場合は、大学教務課までご連絡ください。 

 

＜お問い合わせ先＞ 

京都文教大学 教務部 大学教務課 電話：0774-25-2426／E-mail： educat@po.kbu.ac.jp 

保護者向けサイトQRコード 

教務課より 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様からの声を受け付ける 
専用メールアドレス 

 
京都文教大学では、保護者会の皆様からの声を受け付ける 

専用のメールアドレスがございます。 

h o g o s h a n o k o e @ p o . k b u . a c . j p 
 

※匿名でのお問い合わせでは対応ができないことがあります。 
※お子様の学部･学科･学年･氏名を記載の上､お問い合わせください。 

京都文教大学の地域連携や講座の情報

京都文教大学ホームページよりご確認いただけます。是非ご覧ください。 
 

●京都文教大学ホームページ https://www.kbu.ac.jp/kbu/ 

  → 地域連携＆イベント 

●京都文教大学ホームページ https://www.kbu.ac.jp/kbu/ 

 → KBU掲載記事一覧 : 2023大学公開リスト 

●京都文教大学地域協働研究教育センターホームページ 

https://www.kbu.ac.jp/kbu/tomoiki-center/index.html 

 
昨年度、#京都文教大学 の公式X（エックス・旧Twitter）アカウントを開設しました。 

本アカウントでは、授業・ゼミ・実習の様子や課外活動、イベントなど、京都文教大学の最新情報

をお届けしております。 

ぜひ、本学での学びの様子をご覧ください。みなさまのフォローをお待ちしております。 
本アカウントでは、授業・ゼミ・実習の様子や課外活動、イベントなど、京都文教大学の最新情報をお届けしております。ぜひ、本学での学びの様子をご覧ください。みなさまのフォローをお待ちしております。 

【アカウント名】 京都文教大学【公式】 

【ユ ーザー名】 @KyotoBunkyoU_PR 

ＵＲＬ： https://twitter.com/KyotoBunkyoU_PR 

京都文教大学 INFORMATION 

フ ァ ミ リ ー 制 度 に つ い て 

京都文教学園では、本学園で学ばれたみなさまと結ばれた『縁』を大切に、さらにその『縁』をつなぎ広めていきたい

と願い、ファミリー制度を設けています。従来、中学校・高等学校入学生を対象としておりましたが、2023年度（令和 5

年度）の入学生より、大学と短期大学にも本制度を広げております。制度の内容等は以下のとおりです。 

2024 年度（令和６年度）入学試験の受験を考えておられる方で、以下に該当する方がおられましたら是非ご検討くだ

さい。 

制度の内容 

以下に該当する入学生に対し、入学金のうち 30,000円を減免します。 

本学園の建学の精神に深く賛同する者で、次の(1)～(2)いずれかの条件を満たす者。 
（１） 3親等以内に本学園設置校の卒業（園）生がいること。 

※ 3 親等の範囲 － 入学生の父母 ･ 兄弟姉妹 ･ 祖父母 ･ 曾祖父母 ･ 伯父伯

母 ･ 叔父叔母 
（２） 兄弟姉妹が本学園設置校（園）に在籍していること。 

制度対象校 
京都文教大学大学院 ・ 京都文教大学 ・ 京都文教短期大学 ・ 京都文教高等学校 ・ 京都文
教中学校 

申 込 方 法 校種により適用条件・手続き方法が異なります。お手数ですが当該校にお問い合わせください。 

問い合わせ窓口 京都文教大学 総務部 総務課  電話 0774-25-2400 

 

昨年度は、・他大学ゼミとの合同発表会の様子・ 

実習授業における現地研修の様子など 

配信いたしました！ 


